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立川と語ろう立川に生きよう 
















敬老の日。もちろん、お年寄りをいたわることも大切、だが逆に実人 
生の経験に学ぶものも多いはず。ここにご登場いただいた七人の方々は 
"年寄りじみた話"か大嫌い、若人顔まけ、八メン六ピの大活躍だ。 


天野清助 |_ 

羊_で_を 

- VH / V ぃた「松栄 

堂 J のご主人。今 

でも元気にお店 

に立つ。21歳(大 

正琴でぉ店を 

もつほど才能に 

めぐまれ、努力 
家でもあった0 

現在で气飛行 

最中，が根強ぃ人気。立川 i 60 年、根っ 
からの立川人を自負しておられる。立川市 
技術功労賞に f 天野さんの日課は 、 f 
通っていない早朝の町内散歩からはじまる。 
奥さんのサトさん共々、81歳。健康二人三 
脚である。 

大貫千代子 m 

町二丁目)はこの 10 月で 83 歳の声をきく。 
とても お歳にはみえない、その秘密は子供 
たちの心を每日体いつぱいに受けとめるこ 
とにあるのだろ、っか。若草幼 i 園长。昭 
和 9 年以来、幼旧_ひとすじの人だ。退 
園時には門の前でひとりひとりと握手—— 
"あいさつで結 
ぶ心と心〃が 

集とぃぅ0 

進取の精神な 
お盛んと 言、 っ 

べきだろ、っ、 

シナリオを勉 

強中とか。大 

作が期待でき 

そ、つ だ0 


さん(73歳、羽 
衣町二丁目)も 
また、第一線の 
女流歌人として 
活¥だ。「地中 
海」と「女人短 
歌」の編集委員 
をつとめておら 
れ、最近、第三 

霞「石花海」 

を出版、：豕活動に旺盛な意欲をみせてい 
る。 よく 旅へ出る、 これ，^ さの秘けつか。 

「旅へ出ると必ず、新しいものの発見があ 
りま t の。物事へ、人々への興味を失っ 
たらおしまいね。人生、 おどろきに て 
ま t の」。25歳の時 i 研究」(改造社) 
に当選以来、^^&2に歌の道を。連作「驚 
羽山」から一首いただこぅ。「驚羽山のそひ 
の：褐色の花照りあひて春の日暑し」 
1§ さん70萌柴 

招一が 崎町 一二 丁目)は 

「ハトヤ商事」の矮呂者として、実業界での 
成功者といぅだけではなく、地域：^への 
奉仕精神は人後におちない。結果、立川商 
H 会議所頭ほかズラリと役職が並ぶ。 

員も3期1 2 つとめた。 よく. 

をき かれる。「これでも 40 は過ぎて ますよ」 
と答える そ、っ だ。 
「{声なんですが 
一まわり下にみ 
られたり」。外の 
ことは家に持ち 
込まない、が信 
条。町内の"第 
二 青春クラブ" 
で会長をつとめ、 


詩吟(雪山流)の$にもあたっている。若 
やいだ声をきかせてくれた。 

さん75歳、錦 
町二丁目)の店 
先にはいぐさの 
香りが漂う。畳 
職人として 13 歳 
t 道ひとすじ。 
超一流の腕は市 

技能功嘗、さ 

らに畳家試 
験の管貝にもと 
いう活躍ぶり0 
仕事が多い時は 
3時起き、 IEE ならリヤカー引いて届ける 
という健脚ぶり。市川さんに当分"老後" 
はないのではないか。 

能崎清次郎 m 

町三丁目)は 
立川でも珍し 
い「オーダ1 
7ィシヤツ」 
専門店。今日 
も元気にミシ 
ンを踏む音が 
きこえる。 「セ 

がでますねえ」の答えに「いえ、敗けおしみ 
ですよ」の声。兵隊から帰ってきてからズー 
ッとこの仕事。苤足の浅亨鳥越で修1、戦 
後立川へ。ごく最近、新式のミシンに入れ替 
えた。集積 IHJ 路を使っての新方式に取り組 
んでいる。若さにあふれる能崎さんなら、 
すぐに薬籠中の物となりそ、っ。 

菊地慧 JI 2 

開口一番、 こう 話した。「今の若いもんは、 

なんてことを口にするよ、っじやダメだね。 

トシとつたのを認めたよ、もんだよ。才 

レは絶対い 

わない」。な 

んにでも首 

をつつこむ。 

何でも its 
にあらわす0 

ゴーゴ—も踊 

る。写真な 
んかシャラ 
クセ.—と仕 
事に走る姿 
は四±則と 
いう格好^ 
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豆攀典 


•グラ ちゃん^^ました 

グラッと き を 

ょぅに 





〇 

あたたかな 

サービスで 

お迎えします 

みなさまの 

④富士銀行 


謂吉板 

☆親子体搡教宜 

羽衣町记童館では東京女子体育大 
学の宵崤先生を媾師として招き「親 
子体裉教室 j を開く* 9月 22 U (土） 
午# j 10時から12時まで。「親と子がい 
っしょになって体を動かしふれあい 
の場をもつ J ことを目標に， 

亡离松*11€童館では「オセロ大会 j を 
9月 22 U (十.)、午後2時から「笫 
3 W オセ〇大全 j を催す。チャンピ 
オンには賞品あり* 

■皮の mjr 宝石大祭典 j など 
初秋にふさわしい催しが伊勢丹デ 
パートで、 9 flll 日から n 日まで * 
また、同デパートでは27 B から10月 
2 B まで「北海道物産展諸围うまい 
もの市 j が開かれる。 

「寅さん j の人気、ますます 
寅さん人氕の息の技さは鹜具的 0 
最新作 r 夜！！にむせぶ寅次部 j がま 
たもや涙と笑いを誘いにやってくる。 
立川松竹映画 W 場で、9月14 R まで。 
☆なつかしや、あの 1 ■死刑台のエレ 
ベーター j が中央公民館で 
同じ映_でも、こちらは洋 ft 。 し 
かも1958年、白黑109分、峡画史上に 
残る名作が中央公民館でみられる。 

9月8 U (土〉午後2時からと、午後 
7時からの2 0。無科。 

☆千葉值陳民》公演 
千葉佧照民谣生活二十問年記念リ 
サイタルが市民会館大ホールでおこ 
なわれる。三波#夫の特別友悄出演 
もあり、•亵華ステージは9月9 R 、 
12時と4時の2回。入場券問い合せ 
は、第ーデパート、 WILL 各ブレイ 
ガイド、立川市民会館受付けにて ♦ 
-ギリシャ神路入鬥嫌廑を 

西砂公民館で来年の2まで間溝。 
今月は11日と25日の2®、午期10時 
から12時まで。問い合せ先0425— 
31-0431 北川さんまで。 

☆あなたもマジシヤン 

来しいマジック技術の«搿はいか 
が。毎 H 帝1と第3水明日、夜7時から 
9時、月額千 W 。 問い先0425 
-31-0288 北典勝五餌さんまで。 


お彼岸 


国立市、立川市、昭 fe 市が共有 
する「グラちやん」の爱称で親しま 
れている起 R 丰。その名の通り地 
R を人工的に榼械で起こさせる0 
動車である。 

この車に試乗挑戦したのが都立 
立川餐8学校 <羽衣町2 丁吕、高 
野信*校关 > の生徒と先生方。毎 
月おこなつている避難訓練の 一 ！ g 



であるが、今月は特に，防災の月，， 
でもあり，本物の地 K がグラッと 


お彼疖というと、すぐに思い浮 
かぶのは、おはぎにお団千、お1 
$り、それと「蜃さ寒さも彼庠ま 
て」という言い伝えでしょう。 

お彼岸は、昼と夜の長さが、ち 
ょうど同じになる#分の日，秋分 
の日の Hii 後 7 H 間で、九月は、 
「秋彼岸」の月です。 

さて' J の彼岸という S 葉は，仏 
教語の「到彼庠」の略で、梵諶では 


パ— ラミタ I ( pfi»lramit ごといつ 
て、波羅密と音訳され，迷いの此 
岸から悟りの彼岸に到ることを意 
味するのだそぅです。 

その彼岸が、何故、今 R のよぅ 
な仏奉となつたのか、その始めは 
中国での事らしいのですが、極楽 
浄土は西にあると考えられていた 
ことから、太格が真西に沈むこの 
頃が，あの世にいる先祖たちに一 


m-I 

日本地冈の形なら、雄でもすぐ 
に思いうかべることができるでし 
よう。ところが、自分が住んでい 
る大切な市や町の彩は案外みおと 
しているようです。そこで問趙で 
す。立川市の地形は次の©®®の 
うちどれでしようか。(正解は100:号) 

► ©@0 

• 先月号の回答 

立川市の木は②ヶヤキ{櫸)で 
す。昭和 49 年 5 月、広く市民に呼 
びかけ、市長の sfj 問を受けた市2 S 
化推進協議会(当時、三田®吉会 
長)が答申、同年6月20日に決定 
されたものです。 



••: 疋期的な刷り物では2号： m が| 
番むずかしいといわれる。削刊号 
は咕リものいりで、ドンチャン騒 
ぎをしてるうちに出来てしまう。 
2号は編集者の素期.というか索性 
というか、ムキダシになる。ヤだ 
なあ。籲2号32を称して「2号さ 
んと同じだね」といつた先輩 ffilfe 
者の顔を急におもいだした。#指 
揮者の大友 is 人さんは、さわやか 
な新時代のコンダクターだ。立川 
を訪れてくれた彼に会つてそのこ 
とを強く-®じた。今までの指揮其 
にありがちな MS 負い♦がない。 
音來のあるパ—卜を受け持つてい 
る職菜人だ、と大友さんの笑*は 
辺を明るくする。来年もきてく 
ださい。 

(羅集}||木«司冲9|«|;釦資枝子！！川 
«中«價世平獅千8子矢》薇||山田五郎 
(孟)天野 K* 杏田*治スタジオ289 
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パンフラワ ー から 

オリジナル作品へ 

今月号の表紙を飾ってくださった井沢で特別の耩習もさせて Tfi きま 
結城公子さんは、すでに13年の経した。今 IM 1 の表紙では更にタイル 
駚をもつパンフラワ—のベテラン を台にして自分なりの新しい表現 
である。「ル•モンド • フラワ—アを a みたつもりです」 

カデミ—」所 M で「立川教室」には パンフラ 1 7 I といぅジャンルか 
20人ほどの教え子がいる。 ら飛び出し、意欲をもやす結城さ 
バンをつくる索 W が， そのまま んの表情はあかるい* 

花と化すユニークな芸術世界。そ 
こへ結城さんはオリジナリティを 
加えてきた。 

「モザイク仕 * てで表現したのは 
私が初めてだと思います。もちろ 
ん I 人じめにする SI はなく、生徒 
たちにも敉えますし、この S は軽 


のご案内を a じめ， 
映111など盛りだくさ 
んの用意がしてござ 
います。 

• 立川市民(成人)に 
限らせて頂きます。 
• お申し込みは「ぇく 
てびあん♦コンパ11 

オン(本誌を手洩し 
てくれた人)へ" 


立川の舌さまと共に^ 
んで四八年、奥如苑では 
皆さまに、よ91 1 のご 
堙いただけますよぅ、 
左記の要頒で精舍のご案 
内など企画いた- m し -; T 
ぜひおこし.卜さい。 

•日時 9 月 29 日(土》 
午後 3 時から 5 時。 

• 御本尊，真如宝物館 




フ ザリガニ 


昔なつかしいザリガニをとって 
いた少年たちがいた。甲州街道の 
南倆、中央商逨へ至る間。 

自然の風物が消えゆく中で、こ 
んな少年の姿をみたら、ありし日 
のわが身とダブらせている方もあ 
るだろう。 3!ら ない少年の H 々よ。 



チビッ+たちの*朴な K 問に笑顔 
で答えていた。 

81年桐明学園大学卒業、在学中 
から指をふつていた。「好運だ 
つたんですね」と童顔をはころは 
せる。若冠 26 袭、これからとぃぅ 
大»の片鱗をみせてくれた。 



きたと き、あなたはセオリー通り 
に 行 ib できるかどうか、 日々 の生 
活の中で問うておく必要？？^っ。 

まず、グラちやんに先生一人， 
生徒一人ないし二人が組になつて 
乗りこむ。 

係の人がいきなり II 度 4 のボタ 
ンを押す。全体がきしむような音 
をたててゆれだす。グラちやんに 


| 1 


期のうちに断つてしまう。これが 
防災の»則である。 



しつらえてある部屋は、ダイニン 
グ•キッチンだ•ガステーブルの 
上にヤカンがのつているし、イス 
とテーブルがある。 

イザ地 a といぅ時の行動原理は 
事前に教えられている•次のょぅ 
なものだ。 

©4： を消す②臃を Iffl けて出口 
を確保する③テ—ブルの下に身 
をふせぐ。 

これだけのことが、91度 4 の中 
ではなかなか出来ない。特に①の 
「火を消す」は絶対条件である。地 
R そのものの災害ょりも、地 II が 
招く火災の方がはるかに多い•そ 
のことを亭':别に al . t されていなが 

ら 、グ ラツと ゆれる、その シ3ッ 

クで何もかも忘れ、あわてふため 

いてしまう。 

そのうちに、 R 度は5から6度 
へ。ほとんど立つていることが不 
可能なゆれ方である◊火の元は初 


そして「思案」よりも「行勧」だ。 
あなたも一度「グラちやん」を试み 
てはどぅか。申込先を IL ! しておこ 
ラ0 

▼立川市役所防災安全課<*活 ㉓ 
2211>あるいは立川消防5?<« 
№@0119 

/;^. v ; % y ぅ A の 「私」 

1 Ai 

公 日本フィルハーモニ 
I の指揮を終つて、楽 
屋で一驵、子供たちの前へでてき 
た大友さんは一変してジ—パン姿。 



番、心を通わせやすい時期と考え 
られたのでしょぅ • 

お彼岸に、先祖の塞多リはつき 
もの。日頃は信心などまつたくな 
い人も、このときばかりは、親戚 
づきあいのため' ハィキングがて 
らにといつたこともあるにしても、 
多少は信仰心を発捍して、神妙な 
顔つさをして、^ SI 参りをするよ 
うです。 



お篡に供え水、そしてお 
せんこうの塊。もともとこう „ i 
た*■供餐 j は「もてなし j のことで生 
きている人が相手だつたのですが、 
B 本では、「仏」の供養が祖先岽枰 
と結び，今 D のようになつたとい 
われています。 

何はともあれ、*さ*さも彼岸 
まで、今年の S さはまた格別でし 
たが あと 少しの辛抱です。 























































































